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平成 27 年度　一般会計予算　404 億 1673 万円平成 30 年度　一般会計予算　404 億 1673 万円
前年度比

24 億 9197 万円増

支 出収 入

前年度比

5705 万円増

市税　160 億 3649 万円

所得・土地・家屋・たばこ等に対する税

前年度比

3 億円増

地方消費税交付金　17 億円

消費税の市への割り当て分

前年度比

2 億 5516 万円増

前年度比

2 億円減

地方交付税　33 億円

国からもらうお金

繰入金　15 億6790 万円

基金からの繰入れ

前年度比

23 億 2550 万円増

建設等に係る事業債 49 億5140 万円

建設等に関する借り入れ

前年度比

4 億 5574 万円減

前年度比

1 億 564 万円減

人件費　51 億 6106 万円

職員の給与など

前年度比

8 億 5111 万円増

扶助費　108 億 9222 万円

生活援助等に要する経費

前年度比

1 億 1546 万円増

公債費　38 億 8083 万円

借り入れの返済

普通建設事業費　38 億 3854 万円

建設に関する費用

前年度比

23 億 3089 万円増

積立金　23 億9865 万円

基金などに積み立てる費用

主 な も の

　

第
１
回
定
例
会
は
、
ふ
じ
み
野
市
将
来
構
想 
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２
０
３
０
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

の
議
案
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
目
前
に
迫
っ
た
合
併
に
よ
る
恩
恵
の
満
了
を

見
据
え
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
る
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
る
か
が
議
論
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
昨
年
の
台
風
第
21
号
に
よ
る
被
害
を
始

め
と
す
る
個
別
の
課
題
に
対
し
て
、
適
時
適
切
な
予
算

措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
焦
点
と
な
り
ま

し
た
。
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人がつながる人がつながる

豊か豊かでで住み続けたいまち住み続けたいまち

ふじみ野ふじみ野の の 実現へ実現へ
合
併
の
恩
恵
を

最
大
限
活
用

本
予
算
の
特
徴
は
。

合
併
に
よ
る
恩
恵
を
最

大
限
活
用
す
る
た
め
に
、
合

併
特
例
債
を
活
用
し
地
域

振
興
基
金
を
設
置
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
予
算
額
４
０
４

億
１
６
７
３
万
円
と
い
う
当

初
予
算
と
し
て
最
大
の
予
算

規
模
と
な
っ
た
。

　

社
会
保
障
費
は
継
続
的

に
増
大
し
て
お
り
、
扶
助
費

は
約
１
０
９
億
円
と
な
っ
て

い
る
。
社
会
保
障
費
の
抑
制

を
図
る
た
め
、（
仮
称
）
介

護
予
防
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や

運
動
施
設
の
整
備
、
各
種
検

診
の
充
実
な
ど
健
康
維
持

増
進
に
取
り
組
む
。

　

児
童
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
上
野
台
小
学
校
の
校
舎
を

増
設
す
る
ほ
か
、
児
童
生
徒

の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
た

め
の
支
援
員
の
拡
充
な
ど
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育

成
す
る
た
め
の
予
算
を
措
置

し
た
。

　

加
え
て
、
昨
年
の
台
風
第

21
号
に
よ
る
被
害
に
対
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
集
中
管
理
型
防
災

倉
庫
の
新
設
や
ポ
ン
プ
車
の

購
入
経
費
の
ほ
か
、
地
域
力

の
向
上
の
た
め
に
自
治
組
織

や
地
域
防
災
組
織
に
対
す
る

支
援
策
な
ど
も
重
点
的
に
予

算
を
計
上
し
た
。

　

財
源
確
保
の
面
で
は
、
債

権
管
理
や
収
納
率
の
向
上
を

目
指
し
て
体
制
の
充
実
を
図

る
ほ
か
、
合
併
特
例
債
の
発

行
上
限
額
の
到
達
を
見
据
え

て
、
防
災
対
策
事
業
債
や
学

校
教
育
施
設
等
整
備
事
業

債
な
ど
積
極
的
に
他
の
有
利

な
起
債
の
活
用
を
図
っ
て
い

る
。

元
気
で
健
康
に

暮
ら
し
続
け
る

元
気
・
健
康
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
現
化
す
る

た
め
の
取
り
組
み
は
。

乳
幼
児
期
か
ら
高
齢

期
に
わ
た
る
各
種
健
（
検
）

診
等
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め

の
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
に
は

子
育
て
支
援
を
強
化
す
る
た

め
の
相
談
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

が
ん
検
診
事
業
で
は
、
本

3　
2020

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　

藍　

会

大
築　
　

守　
議
員

日
本
共
産
党

塚
越　

洋
一　
議
員

公　

明　

党

川
畑　

京
子　
議
員

信　

政　

会

西　
　

和
彦　
議
員

◆
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

青　

藍　

会

山
田　

敏
夫　
議
員

日
本
共
産
党

足
立
志
津
子　
議
員

公　

明　

党

伊
藤
美
枝
子　
議
員

信　

政　

会

有
山　
　

茂　
議
員

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

民
部　

佳
代　
議
員

　昨年の台風第 21号による被害への対応や今後の災害への備えに向けた予算が計上され

ました。また、母子保健型子育て世代包括支援センターの開設や学校の支援員の増員など、

子育て環境の充実や次代を担う子どもたちへの予算や運動公園の整備、（仮称）介護予防セ

ンターの開設といった市民の元気・健康づくりの推進に関する予算などが措置されています。

特 徴平成 30年度一般会計平成 30年度一般会計　　予算案の予算案の

年
度
か
ら
東
入
間
医
師
会
の

協
力
に
よ
り
、
本
市
で
初
め

て
胃
内
視
鏡
検
診
が
実
施

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
元
気
・
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
や
健
康
増
進
・

食
育
・
歯
科
口
腔
・
い
の
ち

支
え
あ
い
等
の
推
進
を
計
画

的
に
取
り
組
む
た
め
の
ふ
じ

み
野
元
気
・
健
康
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
。

　

な
お
、
予
算
に
は
な
い
が
、

食
育
の
推
進
の
観
点
か
ら
、

市
役
所
本
庁
舎
地
下
食
堂

で
、
元
気
・
健
康
メ
ニ
ュ
ー

の
献
立
の
検
討
が
進
ん
で
い

る
。

文
化
芸
術
拠
点
の

整
備
方
針
を

文
化
施
設
の
検
討
に
当

た
り
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方

に
基
づ
い
て
検
討
し
て
い
く

の
か
。平

成
29

年
度
、
文
化
振

興
審
議
会
に
文
化
芸
術
振
興

の
拠
点
と
な
る
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、

市
内
や
近
隣
自
治
体
の
文
化

施
設
の
運
営
状
況
や
活
用
状

況
の
調
査
、
こ
れ
か
ら
の
施

設
に
求
め
ら
れ
る
環
境
整
備

に
つ
い
て
、
専
門
的
見
地
か

ら
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

文
化
振
興
審
議
会
の
答

申
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
平

成
30

年
度
に
整
備
方
針
を

検
討
し
て
い
く
。

他
機
関
協
働
に
よ

る
包
括
的
支
援

新
た
に
取
り
組
む
支
援

体
制
の
特
徴
と
仕
組
み
は
。

福
祉
総
合
支
援
チ
ー
ム

の
生
活
困
窮
者
自
立
相
談

支
援
事
業
に
お
け
る
窓
口
を

核
と
し
て
支
援
の
包
括
化
を

図
る
。
そ
し
て
社
会
福
祉
協

議
会
に
生
活
困
窮
者
に
関
す

る
支
援
業
務
と
包
括
的
相

談
支
援
業
務
を
あ
わ
せ
て
委

託
し
、
市
職
員
と
社
会
福
祉

協
議
会
の
支
援
員
が
チ
ー

ム
と
な
っ
て
一
体
的
、
包
括

的
に
支
援
を
進
め
る
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
る
。

　

平
成
30

年
度
は
、
こ
の
体

制
づ
く
り
を
総
合
的
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
相
談
支
援

包
括
化
推
進
員
の
役
割
を

担
う
人
材
と
し
て
、
生
活
困

窮
者
自
立
相
談
支
援
窓
口
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
。
そ

れ
に
よ
り
多
分
野
の
支
援

機
関
や
市
民
等
と
の
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図

る
た
め
、
地
域
課
題
の
把
握

や
協
議
の
場
づ
く
り
、
情
報

共
有
な
ど
の
支
援
シ
ス
テ
ム

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

さ
ら
に
、
包
括
的
支
援

体
制
を
地
域
レ
ベ
ル
で
整
備

し
て
い
く
た
め
、
市
民
に
身

近
な
圏
域
に
も
分
野
を
超

え
た
総
合
的
福
祉
相
談
窓

口
を
開
設
し
、
地
域
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
。
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平
成
平
成
3030
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

賛
成
多
数

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
る

可
決
さ
れ
る

平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
る

総 括 質 疑
本会議での質疑をまとめています。本会議での質疑をまとめています。


